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(57)【要約】
　本発明は、香気性化合物を含む製品の製造方法、この
方法によって製造された製品及びそのような製品の使用
に関する。本発明による方法は、印刷用インク（３）、
ワニス（４）及び／又は接着剤（５）に添加させた１種
以上の香気性化合物を、製品の基材の少なくとも一つの
表面に、スクリーン印刷プロセスによって、印刷スクリ
ーンによる印刷の間に印刷することを含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも次の工程を有することを特徴とする、香気性化合物を含む製品の製造方法：
　　　印刷用インク（３）、ワニス（４）及び／又は接着剤（５）に添加された１種以上
の香気性化合物を、スクリーン印刷プロセスによって、前記製品（１）の基材（２）の少
なくとも一つの表面に印刷する工程。
【請求項２】
　少なくとも１種の前記香気性化合物が、印刷の前に、前記印刷用インク（３）、ワニス
（４）及び／又は接着剤（５）に添加されていることを特徴とする、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　少なくとも１種の前記香気性化合物が、印刷の間に、印刷用スクリーンによって、前記
印刷用インク（３）、ワニス（４）及び／又は接着剤（５）に添加されることを特徴とす
る、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記香気性化合物を、前記製品（１）の２以上の表面に印刷することを特徴とする、請
求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記香気性化合物が、１種以上の香気性有機化合物を含んでいることを特徴とする、請
求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記香気性化合物が、１種以上の香気性無機化合物を含んでいることを特徴とする、請
求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１種の前記香気性化合物が、紙インク、プラスチックインク、繊維インク、
ＵＶインク、蛍光インクを含む群より選択されることを特徴とする、請求項１～６のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも１種の香気性化合物が、次を含む群より選択されることを特徴とする、請求
項１～７のいずれか一項に記載の方法：
　タール製品、例えばターリング又はタールピットの香気性化合物；
　煙の香気性化合物、例えば、煙突のないサウナ又はタールの煙の香気性化合物；
　飲み物、例えばコーヒー、ココア、お茶、蜂蜜酒、ワイン又はビールの香気性化合物；
　植物、例えばミント又はカバノキの香気性化合物；
　香辛料、例えばニンニク、ブラックペッパー又はホワイトペッパーの香気性化合物；
　フルーツ、例えばリンゴの一片の香気性化合物；
　花、例えばバラ又はスズランの香気性化合物；
　食料品、例えばパン、プレーンコーヒーパン、燻製にした肉、スモークフィッシュの香
気性化合物；
　動物、例えば馬の香気性化合物；
　ベリー、例えばラズベリーの香気性化合物。
【請求項９】
　前記製品（１）の前記基材（２）が、紙、ボード、ボール紙、木製製品、プラスチック
、ゴム、金属、ガラス、セラミック製品、繊維を含む群より選択されることを特徴とする
、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　少なくとも１つの印刷用インク、ワニス、エンボス加工した記号、くぼみ及び／又は穴
を、他の印刷方法、例えばオフセット印刷技術又は凸版印刷によって、製品（１）にさら
に印刷することを特徴とする、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
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　請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法によって製造された、香気性化合物を有す
る製品（１）。
【請求項１２】
　次を含む群に属する製品としての請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法によって
製造され、且つ前記香気性化合物を有する製品（１）の使用：
　ビールマットボード、ボール紙の画、販売棚、容器、ディスプレイボックス、冊子及び
カタログ、書類ケース、フォルダー、携帯電話、テーブル棚、フロア棚、プライスウォブ
ラー、製品パッケージ、パッケージ材料、ケーシング、包み、冊子、カレンダー、定規、
ディスプレイ、コンテナ、ディスペンサー、ビールマット、名刺、カタログ、用紙、封筒
、旅行かばん、バッグ、メモ帳、プラスチックフォルダー、ブリーフケース、背景広告、
製品情報カード、テーブルトーカー、箱、又は販売促進、マーケティング、若しくはダイ
レクトメールを意図した他の道具若しくは製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、香気性化合物を有する製品の製造方法、この方法により製造された製品、及
びそのような製品の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、香気性化合物は、例えば印刷された製品に香気性化合物を含浸させるか、スプレ
ーするかのいずれかにより、基材にそれらを直接的に投与して、製品に添加されてきた。
公知の技術は、香気性化合物を投与するのに手間がかかり、且つ高価であるという問題を
有する。又は、公知の方法は、印刷された製品に十分な多くの量で香気性化合物を投与す
ることができない。香りは、芳香をカプセル化し、そしてこれを後に摩擦又は磨耗により
壊すことによっても与えることも出来る。この方法も、手間がかかり、技術的に複雑であ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　香気性化合物を製品に加えるのに、技術的に特に有利な方法を発明した。
【０００４】
　この目的を達成するために、本発明は、独立請求項に存在する事項に特徴を有する。他
の請求項は、いくつかの本発明の好ましい実施態様を提示する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明による製品では、１種以上の香気性化合物を、インク、ワニス及び／又は接着剤
と混合して、スクリーン印刷プロセスによって、製品の少なくとも１つ表面に付着させる
。これら全てが、香気性化合物を印刷された製品に付着させるのに、特に有利な方法であ
る。香気性化合物を有する製品を、様々な方法で製造することが出来る。そして、香気性
化合物を、製品の様々な位置に配置させることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】インクで印刷された香気性化合物。
【図２】ワニスで印刷された香気性化合物。
【図３】接着剤で印刷された香気性化合物。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　スクリーン印刷プロセスの、インク、ワニス及び接着剤を移す能力は、例えばオフセッ
ト印刷技術に対して、数倍～１０倍である。この場合では、移送させる香気性化合物の移
送能力も、比較して、数倍となる。それにより、スクリーン印刷プロセスの使用は、香気



(4) JP 2012-509208 A 2012.4.19

10

20

30

40

50

性化合物を移送する際に、他の印刷技術に対して、本質的な利点を与える。
【０００８】
　本願のスクリーン印刷プロセスとは、インクが、印刷される製品にスクリーンを通じて
投与される印刷技術をいう。一般的に、スクリーン印刷は、初期にシルクスクリーンを使
用したために、シルクスクリーン印刷とも呼ばれる。原則として、本発明は、全種類のス
クリーン印刷プロセスに適切であり、手動技術及び半自動技術を、印刷させるスクリーン
又は製品のいずれかを動かす自動化ラインと共に用いることができる。スクリーンの性質
は、自由に変えることができる。実際に、スクリーンの密度を用いて、例えば、インク及
び香気性化合物を製品にどれくらい印刷させるかについて影響を与えることが出来る。密
なスクリーンを用いると、インクの量は、粗い網より少なくなり、そして対応して香気性
化合物の量も、スクリーンの密度にしたがって変化する。
【０００９】
　調整を正確、容易且つ簡潔にすることに関し、そのような製品の製造は、技術的に特に
有利である。例えば、十分な量の香気性化合物を投与するのが容易である。また、これは
別に添加する必要がなく、それによりプロセス技術及び経済性に関して有利である。この
方法は、非常に幅広い基材に良く適する。そして基材自体は、香気性化合物を吸収又は結
合する必要がない。
【００１０】
　この方法によって作られた製品の、公知技術に対する１つの特別な利点は、これを用い
て、製品における香気性化合物の量を、容易且つ正確に調節することが出来ることである
。印刷の方法も、香気性化合物の解放を調節することが出来る利点を与える。例えば、ス
クリーン印刷プロセスによって香気性化合物をインクで印刷して、そしてこれを通気性の
あるワニスで部分的にコーティングして、製品を製造することが出来る。対応して、香気
性の化合物を、表面のワニスと組み合わせて、製品に印刷することができ、それにより比
較的早く、且つ比較的多くの比率で香気性化合物を解放する。
【００１１】
　本発明によると、香気性化合物を、基材の少なくとも１つの表面に付着させる。そのよ
うな製品は、例えばビールマットボード（ｂｅｅｒ　ｍａｔ　ｂｏａｒｄ）とすることが
できる。本発明の１つの目的によると、香気性化合物を、製品の２以上の表面、例えば基
材の対の面に付着させる。そのような製品は、例えばボール紙の画（ｃａｒｄｂｏａｒｄ
　ｐｉｃｔｕｒｅ）又は冊子とすることができる。例えば、１つの側に他の側とは異なる
香気性化合物を存在させて、製品を製造することが出来る。
【００１２】
　本発明の１つの目的によると、香気性化合物を接着剤に添加して、これを、さらに製品
に、及び／又は例えば製品の背面材（ｂａｃｋｉｎｇ　ｂｏａｒｄ）に、スクリーン印刷
プロセスによって印刷して、そしてこれを互いに付着させる。これは、例えば香りが長期
間にわたって解放されるべき対象に関して適切である。香りの量は、香気性化合物の量に
よって調節され、またそれぞれの目的に対して適切な製品及びその背面材の材料及び厚み
を選択することによって、調節される。
【００１３】
　本発明による製品は、印刷された出版物、又はインク及び／若しくはワニスが印刷され
た製品とすることができる。香気性化合物は、感知又は測定できる少なくともある種の香
りを放つ、あらゆる物質、化合物又は混合物とすることができる。これは、そのような物
質、混合物又は化合物を一種だけ含むことができ、又は２種以上の物質、化合物及び／若
しくは混合物を異なる割合で含むことが出来る。香気性化合物は、例えば、香りを生じる
一種以上の物質、化合物又は混合物を有する、植物又は植物の一部とすることができる。
香気性化合物は、例えばハーブ抽出物とすることもできる。本明細書で、特定の香気性化
合物とは、主に又は少なくとも部分的に、その特定の香りを生じる化合物をいう。しかし
、そのような特定の香気性化合物の香りは、様々であってよく、例えば、りんごの香りは
、酸っぱい又は甘いりんごの香りであってよく、パンの香りは、非常に様々であってよい
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。
【００１４】
　また、本発明の１つの目的では、エンボス加工した記号、くぼみ及び穴、例えばブライ
ユ法又は類似した他の一つの方法によるエンボス加工した記号を、スクリーン印刷プロセ
スによって印刷された製品に、印刷する。この場合には、組合せを、好ましくは例えば全
盲者及び視覚障害者の使用のために与える。これは、例えば製品を薄暗い明かりで扱う場
合の対象において、好ましく用いることもできる。
【００１５】
　本発明による香気性化合物は、例えばパッケージ材料に印刷することもできる。この場
合には、例えば本質的に同じ香りを持つ製品と共に用いられることを意図したパッケージ
材料を、好ましく製造することができる。ある種の方法で製品の香りが強められ又は限定
されている製品と共に用いられることを意図したパッケージ材料を、好ましく製造するこ
とができる。これは、極めて多用途とする可能性を与える。
【００１６】
　本発明の１つの目的によると、香気性化合物は、アレルギー試験され且つ／若しくはア
レルギーを起こさず、人を過敏にせず、光に敏感にせず、又はその作用にさらされた人を
概して刺激しない。そのような製品の使用は、様々な対象で特に安全である。香気性化合
物は、好ましくは、食料用途に関して適切となることができる。
【００１７】
　本発明の１つの目的によると、香気性化合物は、１種以上の有機香気性化合物を含む。
それらは、本発明による用途を、より幅広くする。それらは、例えば、他の場合には香気
性原料の段階で作られる必要があるであろう、香りの組合せを与える。例えば、生のタバ
コの香りとバニラの香りとを組み合わせることによって、バニラシガーと似た組合せを得
る。
【００１８】
　本発明の１つの目的によると、香気性化合物は、１種以上の無機香気性化合物を含む。
それらは、本発明による用途を、より幅広くする。
【００１９】
　本発明の１つの目的によると、少なくとも１種の香気性化合物が、紙のインク、プラス
チックインク、繊維インク、ＵＶインクを含む群より選択される。紙のインクは、溶媒系
及び水系とすることができる。さらに、異なる程度の光沢、例えば、艶のない表面にする
（ｍａｔｔ　ｓｕｒｆａｃｅｄ）インク又は光沢のあるインク（ｇｌｏｓｓｙ）を、用い
ることができる。さらに、例えばインスタントくじで使われる、削ってはがすインク（ｓ
ｃｒａｔｃｈ－ｏｆｆ　ｉｎｋ）、又は暗中で光と輝きを留める蛍光インク、若しくは光
反射インクも用いることができる。そのような用途を、色と香りの両方の魅力を同時に有
する必要がある対象で用いることができる。例えば、ルアーのコーティングの製造、又は
匂い付きの反射体、若しくは動物が避ける特定の人間の匂いを覆うことが目的の匂い付き
のハンティング用ベストがある。
【００２０】
　全てのプラスチックインクは、概して溶媒系である。また、プラスチックインクは、艶
のない表面にする代替物、又は光沢のある代替物を含むことができる。二成分のプラスチ
ックインクを、例えば、金属的な表面のために用いることができる。さらに、プラスチッ
クインクは、色指定（ｂｒｅａｋｉｎｇ　ｔｈｅ　ｃｏｌｏｕｒｓ）に使う又は原色とし
て使う、顔料インク又は顔料系のペーストインクを含むことができる。
【００２１】
　一般的に、繊維インクは、プラスチゾルインク、１種又は２種の成分のインク、及び水
性系のインクに分けられる。様々なコーティングインク、蛍光インク及びシンナーを用い
ることもできる。
【００２２】
　本発明は、紫外線によって乾燥するインクを用いることもできる。それらは、他のイン
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クに相当するが、乾燥するのに紫外線を必要とする。
【００２３】
　インクの混合は、印刷工場で行うことができ、又はその工場は、特定の基調を有するイ
ンクをインク業者に直接的に発注することができる。
【００２４】
　本発明の１つの対象によると、次を含む群より選択される１種以上の香気性化合物を、
付着させる：
　タール製品、例えばターリング（ｔａｒｒｉｎｇ）又はタールピット（ｐｉｔ　ｔａｒ
）の香気性化合物；
　煙の香気性化合物、例えば、煙突のないサウナ（ｃｈｉｍｎｅｙｌｅｓｓ　ｓａｕｎａ
）、又はタールの煙の香気性化合物；
　飲み物、例えばコーヒー、ココア、お茶、蜂蜜酒、ワイン、又はビールの香気性化合物
；
　植物、例えばミント又はカバノキの香気性化合物；
　香辛料、例えばニンニク、ブラックペッパー又はホワイトペッパーの香気性化合物；
　フルーツ、例えばリンゴの一片の香気性化合物；
　花、例えばバラ又はスズランの香気性化合物；
　食料品、例えばパン、プレーンコーヒーパン（ｐｌａｉｎ　ｃｏｆｆｅｅｂｒｅａｄ）
、燻製にした肉、スモークフィッシュの香気性化合物；
　動物、例えば馬の香気性化合物；
　ベリー、例えばラズベリーの香気性化合物。
【００２５】
　本発明は、非常に多様な対象に、極めて幅広い用途の他の選択肢を与える。それらは、
本発明による用途を、さらに非常に幅広くする。
【００２６】
　本発明の１つの目的によると、製品の基材は、紙、ボード、ボール紙、木製製品、プラ
スチック、ゴム、金属、ガラス、セラミック製品、繊維を含む群より選択される。それら
は、本発明による用途を、さらに非常に幅広くする。
【００２７】
　また、本発明の他の１つの目的によると、少なくとも１種の印刷用インク、接着剤及び
／又はワニスを、ある種の他の印刷法、例えばオフセット印刷技術によって、製品の基材
に印刷させる。結果的に、この方法は、非常に幅広い用途で用いることができる。これを
、製品の初期の処理で用いることができ、又は製品の後処理で用いることもできる。又は
これを、複合の印刷技術で用いることができる。
【００２８】
　本発明は、香気性化合物を有する様々な印刷製品に利点を与える。本発明を、例えば次
の製品として、好ましくは用いることができる：ビールマットボード、ボール紙の画、販
売棚、容器、ディスプレイボックス、冊子及びカタログ、書類ケース、フォルダー、携帯
電話、テーブル棚、フロア棚、プライスウォブラー（ｐｒｉｃｅ　ｗｏｂｂｌｅｒ）、製
品パッケージ、パッケージ材料、ケーシング、包み、冊子、カレンダー、定規、ディスプ
レイ、コンテナ、ディスペンサー（ｄｉｓｐｅｎｓｅｒ）、ビールマット、名刺、カタロ
グ、用紙、封筒、旅行かばん、バッグ、メモ帳、プラスチックフォルダー、ブリーフケー
ス、背景広告（ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ　ａｄｖｅｒｔｉｓｅｍｅｎｔ）、製品情報カード
、テーブルトーカー（ｔａｂｌｅ　ｔａｌｋｅｒ）、箱、又は販売促進、マーケティング
、若しくはダイレクトメールを意図した他の道具若しくは製品。
【００２９】
　この製品は、半完成品又は製品とすることができ、またこれは、例えば販売及びマーケ
ティング並びに消費者に向けることができる。
【００３０】
　本発明のいくつかの用途を、図１～３及び試験例１～３に示す。
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【００３１】
　図１は、ビールマットボードの側断面図を例証する、本発明の一用途を詳細に示す。製
品、この場合ビールマットボード１は、基材２としてボードを有し、これに印刷用インク
３及びワニス４がスクリーン印刷プロセスによって印刷されている。香気性化合物は、印
刷用インク３に加えられている。
【００３２】
　図２は、シェルフトーカー（ｓｈｅｌｆ　ｔａｌｋｅｒ）１の側断面図を例証する、本
発明の一用途を詳細に示す。製品１は、基材２としてボードを有し、これに印刷用インク
３及びスクリーン印刷用ワニス４がスクリーン印刷プロセスによって印刷されている。こ
の例では、香気性化合物は、スクリーン印刷用ワニス４に加えられている。
【００３３】
　図３は、下塗りされた販売棚（ｐｒｉｍｅｄ　ｓｅｌｌｉｎｇ　ｒａｃｋ）の側断面図
を例証する、本発明の一用途を詳細に示す。販売棚１は、基材２としてボードを有し、こ
れに印刷用インク３及びワニス４がスクリーン印刷プロセスによって印刷されており、且
つこの反対側に、香気性化合物が添加された接着剤５が印刷されている。背面材６は、さ
らに基材２に付着している接着剤５に付着している。
【実施例】
【００３４】
　以下では、香り付けした製品を用いる例について記載する：
１．ウッドランドスモーク（ｗｏｏｄｌａｎｄ　ｓｍｏｋｅ）－ビールマット
２．柔軟剤－柔軟剤用のシェルフトーカー
３．香気性原料：青リンゴ、ペパーミント、コーヒー及び皮革－プラスチック及びボール
紙の基材
【００３５】
　試験１では、２０％の香気性原料（ウッドランドスモーク、すなわちタールサウナの香
り（ｔａｒ　ｓａｕｎａ　ｓｃｅｎｔ）、Ｅｍｅｎｄｏ社）を、スクリーン印刷機を意図
した水系ワニスと混合した。ワニス後にビールマットを機能させるため、すなわちそれに
こぼれたあらゆる飲料を吸収させるため、印刷表面の５０％を覆った。この試験では、製
造後の２ヵ月程度でも、湿度が、ビールマットの香りを強く活性化させた。
【００３６】
　試験２では、洗濯柔軟剤用のシェルフトーカーを製造した。香料を、水系スクリーン印
刷ワニスと混合した。原料の強い匂いに起因して、混合比率は、香気性原料の１０％であ
った。結果として、極めて容易に認識でき、且つ非常に長い期間（Ｋｏｒｐｉｓａｖｕよ
り非常に長い）にわたって強く、且つ認識可能な状態（製品の小さな物理的サイズにかか
わらず）に留まる、非常に強い香りを得た。
【００３７】
　試験３では、１０％の香気性原料を、水系スクリーンプリントワニスと混合し、そして
それを４つの異なる材料に適用した基材を用いた。印刷後に、製品を、ヒートトンネル（
ｈｅａｔ　ｔｕｎｎｅｌ）中で乾燥させた。基材には、プラスチック及び３つの異なる等
級のボール紙を含めた。得られた結果を、表１に示した。
【００３８】
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【表１】

【００３９】
　この試験印刷で、２，３の事実が明確に観察された。認識性は、香りによって、変化す
る（いくつかの香りは、元来、比較して強い）。例えば、ペパーミントは、皮革の香りよ
り長く続いた。用いる基材にかかわらず、全ての香りは、認識するのが簡単であるが、例
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えばプラスチックに印刷された香りは、吸収性材料、例えばボール紙になされたものより
も、すばやく揮発する。香りが拡散する材料に加えて、香りの持続期間は、香り自身によ
っても影響される。香りの持続期間は、ワニスと香料の組合せを吸収する材料の能力によ
って、直接的に影響されるのは明らかである。いくつかの香りは、明確には認識すること
ができない。
【００４０】
　認識性を向上させるために、香りの期限を示す画を、香りに加えて製品に付け加えた。
これは、香りの認識性をより早めたことは明らかであった。
【００４１】
　製品が空気と接触しない場合に、香りが、非常に長い時間持続することは注目に値する
。それゆえ、香り付けした製品を、使用の前に非常に長期間保存することが可能である。
したがって、特定の用途では、製品を密閉して覆い又は包装して、香気性化合物の有効期
間を長くすることが好ましい。

【図１】

【図２】

【図３】
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【国際調査報告】
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